
寅さん歩 その 19     

バーチャルウォークで 

奥州街道竜飛岬までー2 

平野 武宏 

 

寅次郎、下野国（現在の栃木県）宇都宮宿から、さらに北に進み、奥州街道終

点の陸奥國（現在の青森県）の三厩（みんまや）宿、そして津軽半島最北端の竜

飛岬までの長いバーチャルウォークに挑戦しています。 

バーチャルウォークとは毎日の散歩などで歩いた距離をコースシートの 2km

単位で進んでゴールを目指します。コースシートはＨＰのＹＲ・四季の道をご

覧ください。 

奥州街道竜飛岬までは 2020年 12月～2021 年 8月に歩いて、寅さん歩 352 東

京の博物館めぐり-39～寅さん歩 373 谷端川の流れを歩くｰ 5 の内で経過のみを

報告しましたが、今回は各宿場を紹介しながら歩きます。 

徳川家康が整備して幕府が直轄した「五街道」の奥州道中（奥州街道）は日本

橋から白河宿までで、白河宿から北の奥州街道は幕府の勘定奉行が管理し、各

藩が支配しました。白河宿より北の各宿場については参考文献が少なくネット

などで調べた情報です。写真は無料画像を使用します。 

前回は宇都宮宿から白河宿まで歩きました。今回は根田宿から鏡石宿まで歩

きます。 

 

[根田宿] 福島県白河市     最寄駅 ＪＲ東北本線 白河駅 

 

2024年 10月 12日根田（ねだ）宿 

（日本橋から 200km）に到着しました。   

白河宿から一里（約 4km）で根田村と 

新小菅村の 2村で構成された宿場で 

す。本陣などなく伝馬も常備されて 

いませんでした。幕末の戊辰戦争で 

宿場はほとんど残っていません。 

写真右は現在の町並みの風景です。 



[小田川宿] 福島県白河市  最寄駅 ＪＲ東北本線 白河駅 

 

2024年 10月 13日小田川（こたがわ）宿 

（日本橋から 202km）に到着しました。 

 根田宿から約 2km です。こちらも本陣、 

脇本陣はなく問屋場しかなかった小さな 

宿場でした。写真右は現在の町並みの風景 

です。 

 

[太田川宿] 福島県西白河郡 泉崎村  最寄駅 ＪＲ東北本線 泉崎駅 

 

2024年 10月 13日太田川（おおたがわ） 

宿（日本橋から 204km）に到着しました。 

 小田川宿から約 2kmです。 

 幕末の戊辰戦争で町並みのほとんどが焼失 

しました。写真右は現在の町並みの写真 

です。 

 

 

[踏瀬宿] 福島県西白河郡 泉崎村 最寄駅 ＪＲ東北本線 泉崎駅 

 

2024年 10月 13日踏瀬（ふませ）宿（日本橋から 206km）に到着しました。 

太田川宿から約 2km です。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 



 写真上左は白河藩主 松平定信（後の幕府老中）が街道沿いに植樹した松並 

木です。参勤交代の大名行列や旅人の日除けや風除けとなりました。 写真上

右は現在の町並みの風景です。 

 

[大和久宿] 福島県西白河郡矢吹町 最寄駅 ＪＲ東北本線 矢吹駅           

 

2024年 10月 13日大和久（おおわく）宿 

（日本橋から 208km）に到着しました。 

踏瀬宿から約 2kmです。 

1620年（元和元年）頃に堀越地区の住人を 

 移転させて作った宿場です。ここも何度も 

 の大火で町並みは残っていません。 

 宿場の中ほどにある 1652 年（承応元年） 

 創建の山王寺（写真右）には山門の左に  

 枝や幹が地をはう「黒松」、右には「しだれ 

桜」があります。古木なのでバーチャルウォーク 

では現在の状況が確認できません。 

[中畑新田宿]  福島県西白河郡矢吹町 最寄駅 ＪＲ東北本線 矢吹駅   

    

2024年 10月 15日中畑新田 

（なかはたしんでん）宿 

（日本橋から 209km）に到着しま 

した。大和久宿からは約 1km です。 

 慶長年間(1596～1615年)に中畑村 

 の住人を移転させて西白河宿駅とし 

 その後、現在地に移転したとのこと 

です。水戸城下を結ぶ常磐街道との 

合流点で交通の要衝でしたが、大火 

で衰え、宿場機能は矢吹宿に移りました。 

 

[矢吹宿]  福島県西白河郡矢吹町 最寄駅 ＪＲ東北本線 矢吹駅 

2024年 10月 15日矢吹（やぶき）宿（日本橋から 211km）に到着しました。 

中畑新田宿から約 2kmです。 



1578年（天正 6 年）仙台道で本陣を持った宿場として開かれました。 

矢吹の地名の由来は康平年間（1058 年～1065 年）八幡太郎義家（源義家） 

が後三年の役で勝利した帰路、この地に八幡神社を創建。矢柄を持って屋 

根をふき「矢吹神社」と称したからと伝わります。 

写真下左は現在の町並みの風景、写真下右は江戸時代から宿場名物「矢吹 

大根そば」です。細かく刻んだ大根がのっているのが特長です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[久来石宿]  福島県西白河郡矢吹町  最寄駅 ＪＲ東北本線 矢吹駅 

 

磐城国（現在の福島県）から岩代国（現在の 

福島県）に入ります。 

2024年 10月 16日久来石（くらいし）宿 

（日本橋から 213km）に到着しました。 

矢吹宿から約 2kmです。 

三石から移住したので久来石を（きゅうらい 

いし）とも称したとのことです。 

写真右は現在の町並みの風景です。 

 

[笠石宿]  福島県岩瀬郡鏡石町  最寄駅 ＪＲ東北本線 鏡石駅      

2024年 10月 16日笠石（かさいし）宿 

（日本橋から 215km）に到着しました。 

久来石宿から約 2km です。慶長年間に笠石村 

他 3村が合併して宿場を開きました。板碑の 

笠地蔵というお地蔵さんがあり、「笠石」と呼ば 

れました。写真右は現在の街道筋の風景です。 



[鏡石宿]  福島県岩瀬郡鏡石町  最寄駅 ＪＲ東北本線  鏡石駅     

2024年 10月 18日鏡石（かがみいし）宿 

（日本橋から 216km）に到着しました。 

笠石宿から約 1kmで笠石宿との境はあいまい 

です。鏡石町は 1889年（明治 22年）の町村 

制定で 4つの村が合併して誕生しています。 

写真右は現在の街道筋の風景で、今までの道 

より広い道です。 

 

 

今回はここまでとします。 

 

 

平野 寅次郎 拝 

     


